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来週の投資戦略（4/6-10）
イラン情勢と小売り決算に注目

2026 年 4 月 5 日

小松 徹

注目事項 － 見所

小売企業などの決算 ― ファーストリテイリング（9983）、安川電機（6506）など。

4 月 8 日、連邦公開市場委員会（FOMC）議事要旨 ― ばらばらの意見だったが？
4 月 10 日、3 月の米国消費者物価指数 ― 前年比+3.4％、コア+2.7％？

株式市場見通し

日本時間 2 日午前 10 時過ぎに始まったトランプ米大統領の米国民向け演説はイラン
攻撃の終わりを示すどころか、ホルムズ海峡の航行は原油を依存する国が勝手にやっ
てくれという、投資家にとっては期待外れとなった。前日５％を超える歴史的な上げ
を記録した後、その余韻が残るのもつかの間、演説中から原油の先物価格上昇とわが
国株式市場急落が同時進行した。3 日の株式市場反発はイランとオマーンが海峡通行
に関して協議しているとのうわさが出たためだ。トランプ氏の焦りは閣僚更迭からも
伺え、ラトニック商務長官の名前も挙がっている。高市政権には大切な交渉相手を失
うかもしれない。この中でヘグセス国防長官が陸軍参謀総長を解任したことから、米
軍の上陸作戦が近いことを匂わせる。日本時間７日午前８時が期限と警告している。

来週は 2・8 月期決算企業の発表に注目したい。好業績あるいは好業績期待の銘柄が複
数ある。ここでは時価総額が大きな銘柄を取り上げる。木曜日にファーストリテイリ
ング、金曜日に良品計画（7453）と安川電機が市場引け後に発表予定。ファーストリ
テイリングの 12-2 月期営業利益をアナリストが前年比 13％増、年間予想を同比 17％
増と予想している。いずれも会社予想よりは若干良い。良品計画の 12-2 月期営業利益
が前年比 18％増、年間予想も 17％増、これは会社予想比 9.5％良い。ファーストリも
良品も既存店売上高が伸びている。安川電機の前年度営業利益はほぼ会社予想で、ア
ナリストは今期 27％増益と予想している。会社は楽観的な予想を出す傾向があるが、
今回はどうだろうか。AI 実装がどこまで進展しているか興味ある。

さて、３月第 4 週の東証による投資家別売買は外国人投資家が現物市場で 1.5 兆円売
り越した（３週の３倍）。遂に個人投資家の買い越しが終了した。ただ、個人は現金
で 31 百億円買い越し、信用でほぼ同額売り越した。信用取引の買い残高もやっと 5.4
兆円と微減した。財務省発表のデータでは、海外投資家が 4.4 兆円とさらに大きく売
り越した（第３週は 2.5 兆円）。この中には大きな私募投信が入っているのだろう。

最後に、米国経済指標について。先週発表の 3 月の米国雇用統計はエコノミストの予
想より良かった（ただし、前月は下方修正）。これで雇用と物価の両睨みから、物価
に比重が移るだろう。来週は 2 月の個人消費指数（PCE デフレーター）と 3 月の消費
者物価指数が発表される。いずれも前月の数値より高くなる予想。3 月の消費者物価
指数は前月比+0.9％、コア+0.3％と予想されている。前年比ではそれぞれ+3.4％、
+2.7％と連銀の目標を大きく上回る。次回の FOMC で利下げは見送られるだろう。。

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、来期増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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